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同
窓
会
会
長

県
立
船
橋
高
等
学
校
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
ま
す
ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
事

と
御
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
会
員
各
位
の
待
望
久
し
か
っ
た

船
高
同
窓
会
報
が
発
刊
さ
れ
る
事
に
な
り

我
が
同
窓
会
の
機
関
紙
と
し
て
会
員
相
互

の
情
報
交
換
な
り
、
意
見
発
表
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て

止
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

靭
て
母
校
県
立
船
橋
高
校
も
大
正
九
年

私
立
船
橋
中
学
院
と
し
て
開
校
以
来
私

・

公
立
中
学
校
、
高
等
学
校
と
変
遷
を
経
て

昭
和
六
十
五
年
に
は
創
立
七
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
特

に
戦
後
学
制
改
革
に
伴
い
新
制
高
校
に
昇

格
以
来
年
々
充
実
発
展
の

一
途
を
辿
り
県

下
屈
指
の
進
学
校
と
し
て
名
声
を
博
し
会

員
数
も
壱
万
数
千
名
を
数
え
そ
れ
ぞ
れ
社

会
に
於
て
、
御
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事

森
　
田

　

　

廣

は
誠
に
御
同
慶
の
至
り
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
六
十
年
の
定
期
総
会
も
去
る
八
月

七
日
母
校
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
来

年
は
来
る
べ
き
七
十
周
年
記
念
行
事
に
向

け
て
の
態
勢
強
化
と
会
の
活
動
の
活
性
化

を
計
る
目
的
で
一
部
同
窓
会
々
則
を
改
訂

し
支
部
制
を
導
入
し
地
域
毎
の
活
動
を
強

化
促
進
し
て
本
会
並
に
母
校
の
発
展
を
期

し
て
改
訂
案
を
上
程
し
満
場
の
御
賛
同
を

得
て
可
決
承
認
を
賜
わ
り
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
又
母
校
に
お
き
ま
し
て
も
七
十
周
年
記

念
事
業
の
達
成
を
期
し
て
準
備
委
員
会
を

編
成
し
七
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
緑
化

推
進

（
一
、
正
門
玄
関
周
辺
　
一
一、
中
庭

三
、
旧
正
門
記
念
碑
周
辺
）
記
念
講
演
会
、

音
楽
会
、
同
窓
会
名
簿
の
整
備
等
々
具
体

的
計
画
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

同
窓
会
と
致
し
ま
し
て
も
七
十
周
年
記

念
事
業
に
全
面
的
に
協
力
致
し
ま
し
て
本

事
業
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
努
力
致
す
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な

る
御
支
援
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
会
報
創
刊
に
当

っ
て
近
況
御
報
告

を
兼
ね
て

一
言
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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こ
の
度
、
関
係
各
位
の
御
尽
力
に

よ
り
同
窓
会
会
報
が
発
刊
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
支
部
組

織
の
結
成
と
相
侯

っ
て
、
本
校
同
窓

会
の

一
層
の
発
展
と
団
結
に
つ
な
が

る
も
の
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

船
橋
中
学
院
か
ら
始
ま
り
今
日
ま

で
、
本
校
の
卒
業
生
は
約

一
万
九
千

名
を
数
え
る
に
至
り
、
同
窓
の
皆
様

が
社
会
の
各
分
野
で
大
い
に
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
私
共
に
と
っ

て
も
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
母
校

「船
高
」
は
あ
と
二

年
で
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

古
来
、
齢
七
十
は

「古
希
」
と
し
て

祝
わ
れ
、
又

「
従
心
」
と
し
て
、　
一

つ
の
境
地

へ
の
到
達
の
時
期
と
さ
れ
、

人
生
の
大
事
な
節
目
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

「船
高
」
に
と

っ
て
も
、

こ
の
七
十
周
年
を

一
段
の
飛
躍
の
節

目
に
し
た
い
も
の
と
願

っ
て
い
ま
す
。

今
日
、

「船
高
」
は
、

「輝
く
歴

史
に
、
轟
く
そ
の
名
」
と
い
う
校
歌

の

一
節
が
誠
に
ふ
さ
わ
し
く
、
地
域

社
会
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
高

い
評
価
を
得
る
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

勿
論
、
こ
れ
は
、
本
校
の
各
時
代
を

支
え
た
職
員

。
生
徒
の
た
ゆ
ま
ざ
る

努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の

「
船
高
」
に
身
を
置
く
私
共
は
、
徒

に
先
輩
の
築
い
た
名
声
の
上
に
あ
ぐ

ら
を
か
き
、
安
逸
に
過
ご
す
こ
と
の

な
い
よ
う
十
分
自
戒
す
る
と
と
も
に
、

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
更

に
発
展
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、

「船
高
」
の
現
況

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

本
校
は
本
年
度
か
ら
二
十
学
級

（普
通
科
二
十
七
学
級
、
理
数
科
三

学
級
）
と
な
り
、
生
徒
数
も
約
千
四

百
名
と
い
う
大
世
帯
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
の
殆
ど
は
大
学
進
学
希
望
で
、

六
十
三
年
度
の
大
学
合
格
状
況

（延

人
数
）
は
、
国
公
立
約
二
百
人
、
私

立
約
七
百
人
、
そ
の
主
な
も
の
は
、

千
葉
大
三
六
、
京
大

一
六
、
東
大

一

五
、
阪
大

一
五
、
東
工
大

一
二
、
早

稲
田

一
四
〇
、
理
科
大

一
一
四
、
慶

ヽ

応
六
九
、
上
智
四
二
等
で
あ
り
ま
し

た
。一
方
、
部
活
動
の
方
は
、
曽
て
先

輩
達
が
全
国
大
会
で
華
や
か
に
活
躍

し
た
往
時
を
知
る
人
に
と

っ
て
は
、

や
や
淋
し
い
感
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
、生
徒
は

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
主
な

戦
績
は
、
剣
道
部
（女
子
）
、
バ
レ
ー

部

（男
子
）
の
関
東
大
会
出
場
、
将

棋
部
の
全
国
大
会
出
場

（団
体
四
位

入
賞
）
、
個
人
で
山
田
君
が
全
国
高

校
将
棋
竜
王
戦
に
県
代
表
と
し
て
出

場

（四
位
入
賞
）
等
が
あ
り
ま
す
。

施
設
に
つ
い
て
は
、
本
校
の
校
舎

は
大
部
分
が
三
十
九
年
か
ら
四
十
三

年
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
既

に
二
十
余
年
を
経
て
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
、
本
館

の
大
規
模
改
修
を
行
い
、　
一
応
面
目

を

一
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
来
年
は
南
館
の
改
修
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

と
は
別
に
、
本
年
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

を
新
築
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
こ

れ
ま
で
生
徒
の
合
宿
練
習
や
宿
泊
研

修
な
ど
に
使
用
す
る
施
設
が
な
く
不

便
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
県
教
育

委
員
会
の
配
慮
で
、
創
立
七
十
周
年

に
向
け
て
の
施
設
整
備
の

一
環
と
し

て
、
待
望
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
体
育
館
に
隣
接
し
、
三

階
建
で
、　
一
階
は
玄
関
ホ
ー
ル
、
食

堂
兼
研
修
室
、
調
理
室
等
、
三
階
は

和
室
大
三
室
、
小
二
室
、
洗
面
所
、

浴
室
等
、
三
階
は
小
体
育
館

（
ホ
ー

ル
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
七
月

に
完
成
し
、
夏
の
合
宿
か
ら
使
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
同

窓
会
総
会

（八
月
七
日
）
も
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
会
場
と
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

十
月
、
校
内
に

「創
立
七
十
周
年
記

念
事
業
準
備
委
員
会
」
を
設
置
、
記

念
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
次
の
よ

う
な
事
業
を
予
定
し
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

一
、
記
念
誌

（校
史
）
の
刊
行

二
、
校
内
緑
化
の
推
進

（庭
園
、
植

樹
）

三
、
記
念
行
事
の
開
催

（講
濱̈
会
等
）

四
、
同
窓
会
名
簿
の
刊
行

（同
窓
会

の
事
業
）

今
後
と
も
、
同
窓
の
皆
様
の

一
層

の
御
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
　
校
　
長

橋

衛

昭和59年 母校上空より北を眺める (上 」R東船橋駅)
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母
校
の
新
築
し
た
ば
か
り
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
て
、
昭
和
六

十
三
年
度
総
会
が
開
か
れ
た
。
例
年

そ
の
年
の
二
月
に
卒
業
し
た
同
窓
生

に
の
み
、
総
会
の
通
知
を
行

っ
て
い

る
が
、
今
年
度
は
卒
業
し
て
数
年
を

経
た
人
や
、
二
十
年
、
三
十
年
と
い
っ

た
同
窓
諸
氏
も
多
数
出
席
し
た
。
又
、

豊
田
吉
徳
先
生
、
鈴
木
平
八
郎
先
生

の
な
つ
か
し
い
姿
も
見
ら
れ
、
総
数

昭

和

６３
年

８
月

６

日

（第

一
日
曜
日
）

八
十
人
と
な
っ
た
。
来
賓
に
大
橋
船

橋
市
長
、
野
田
佳
彦
県
議

（二
八
回

生
）
、
田
久
保
捷
三
市
議

（
一
二
回

生
）
、
瀬
山
孝

一
市
議

（八
回
生
）

等
が
出
席
。
午
前
十
時
に
開
会
、
森

田
会
長
、
三
橋
校
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

萩
原
副
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

議
事
が
行
わ
れ
た
。

議
　
事

①
　
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て

議
事
③
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計

画
の
中
で
、
支
部
組
織

の
結
成
案
、

会
報
の
発
行
案
が
小
石
事
務
局
長
よ

り
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
ふ
た

つ
は
同
窓
会
と
し
て
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、　
一
大
事
業
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
特
別
会
計
よ

り
百
五
十
万
円
を

一
般
会
計

へ
繰
り

入
れ
る
こ
と
が
総
会
に
於
て
認
め
ら

れ
た
。
会
報
が
発
行
さ
れ
、
支
部
組
織
が

そ
れ
ぞ
れ
誕
生
す
れ
ば
県
立
船
高
同

窓
会
は
更
に
発
展
す
る
も
の
と
、
多

く
の
人
た
ち
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

⑥
の
そ
の
他
の
件
で
、
支
部
組
織

の
結
成
に
伴
な
い
、
会
則
の
改
訂
及

び
、
役
員
の
改
正
が
承
認
さ
れ
た
。

議
事
が
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
後
は
、

恒
例
の
懇
親
会
に
入
り
、
和
や
か
に

昭
和
六
十
三
年
度
総
会
の
幕
を
閉
じ

た
。
同
窓
会
総
会
は
毎
年
八
月
第

一

日
曜
日
。
来
年
は
、　
一
人
で
も
多
く

の
方
々
が
気
軽
に
ふ
ら
り
と
出
席
し

て
下
さ
る
こ
と
願

っ
て
い
る
。

同
窓
会
支
部
組
織
結
成
案

総
会
に
お
い
て
承
認

支
部
組
織
は
原
則
と
し
て
、
市
町

村
ご
と
に
在
住
会
員
で
組
織
し
、
支

部
長
、
副
支
部
長
を
置
き
、
支
部
長

は
常
任
理
事
、
副
支
部
長
は
理
事
と

し
、
細
則
は
別
に
定
め
る
。

◇
地
区
割
り
に
つ
い
て
◇

０
　
市
川

・
浦
安
地
区

０
　
鎌
ケ
谷

・
松
戸

・
柏
地
区

０
　
船
橋
中
央
地
区

（宮
本

。
本
町

。

湊
町

・
南
本
町

・
海
神

・
夏
見

・

旧
市
街
地
等
）

０
　
船
橋
東
地
区

（二
宮

・
豊
富
地

区

・
高
根

・
習
志
野
公
団

・
三
咲

等
）

０
　
船
橋
西
地
区

（葛
飾

［行
田

・

法
典

・
藤
原

・
馬
込

・
丸
山

・
西

船
］
本
中
山
等
）

０
　
習
志
野
地
区

０
　
八
千
代

・
佐
倉

・
印
播
地
区

０
　
千
葉

・
四
街
道
地
区

０
　
東
京

・
関
東
地
区

⑩
　
そ
の
他

以
上
の
地
区
外
で
も
支
部
結
成
可

能
な
地
区
よ
り
設
置
す
る
。

亀  A・
昭和63年度

②
　
昭
和
六
十
二
年

度
会
計
決
算
及
び

監
査
報
告

③
　
昭
和
六
十
三
年

度
事
業
計
画
に
つ

い
て

④
　
昭
和
六
十
三
年

度
会
計
予
算
案
に

つ
い
て

⑤
　
記
念
事
業
委
員

会
六
十
二
年
度
収

支
報
告
及
び
六
十

三
年
度
予
算
案
に

つ
い
て

⑥
　
そ
の
他

イ
　
会
則
の
改
訂

に
つ
い
て

口
　
役
員
に
つ
い

て
ハ
　
会
長
の
再
任

案算昭和63年度 予
収入の部

昭和63年度 予算案

摯帝暴主船場高寄学義

:学軸 輸

う
ア

支出 の部

長

一
弔

計一̈一計
一̈脚一̈
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大
正
九
年
に
颯
咀
の
声
を
あ
げ
た

母
校
は
、
再
来
年
の
昭
和
六
十
五
年

に
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
人
の

一
生
で
い
え
ば

ま
さ
に
古
希
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
学
校
の
規
模
も
全
学
年
十
ク

ラ
ス
編
成

（普
通
科
九
、
理
数
科

一
）

と
な
り
、
ま
す
ま
す
隆
盛
の

一
途
を

辿

っ
て
い
る
こ
と
、
ご
同
慶
の
至
り

で
す
。
こ
の
七
十
周
年
を
機
に
記
念
事
業

を
計
画
す
る
運
び
と
な
り
、
昨
秋
校

内
に

「千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
創

立
七
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

が
正
式
に
設
け
ら
れ
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
全
日
制
植
田
明
麿
教
頭
を
長

と
し
、
全
国
制
十
四
名
、
定
時
制
二

名
計
十
六
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
の
具
体
案
に
つ
い
て
は
、

校
内
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
に
は
じ
ま

り
、
同
窓
会

。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
向
も
伺

い
な
が
ら
、
数
回
の
会
議
を
重
ね
て
、

次
の
三
つ
の
柱
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

印
　
校
内
緑
化
の
推
進

去
る
昭
和
五
十
五
年
の
創
立
六
十

周
年
記
念
事
業
と
関
連
し
て
、
緑
化

委
員
会
が
母
体
と
な
り
、
具
体
的
に

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
り

風
格
の
あ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
正
門
周
辺
、
中
庭
の
整
備
を
中

心
に
案
が
練
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。

０
　
記
念
誌
の
発
行

本
年
二
月
に

「創
立
七
十
周
年
記

念
誌
編
集
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
小
川
信
雄
教
諭

（社
会
科
、

三
十
八
年
卒
）
が
責
任
者
と
な
り
、

全
日
制
八
名
、
定
時
制

一
名
計
九
名

か
ら
成
り
ま
す
。
す
で
に
計
画
概
要
、

内
容
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
編
集
の
基
本
方
針
は
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
細
部
に
つ
い
て
は

検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
す
が
、
「校
史
」

の
性
格
を
帯
び
る
公
算
が
大
で
す
。

０
　
同
窓
会
名
簿
の
刊
行

こ
れ
は
学
校
と
は
直
接
関
係
を
も

た
ず
、
主
に
同
窓
会
の
記
念
事
業
と

な
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
八
年
に
発

行
さ
れ
た
、
故
平
岡
良
文
理
事

（
二

二
年
卒
）
の
ご
尽
力
の
結
晶
と
も
い

え
る
同
窓
会
名
簿
を
も
と
に
し
て
、

そ
の
改
定
版
と
い
う
形
で
刊
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

（な
お
、
五
十
八
年

発
行
の
名
簿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
残
部
が

多
少
ご
ざ
い
ま
す
。
）

以
上
が
記
念
事
業
の
い
わ
ゆ
る
三

）

本
柱
と
な
り
ま
す
が
、
当
該
年
度
の

年
間
行
事
計
画
の
中
に
、
創
立
七
十

周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
い
く
つ

か
組
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
研
究
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。
同
窓
生
に
よ
る
講
演
会

・
演
奏

会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
作
品
の
展
示

等
、
数
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
白
紙
の
状
態
に
近
い
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。

さ
て
、
以
上
の
事
業
計
画
を
推
進

し
て
い
く
に
は
、
予
算
の
一晏
づ
け
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
捻
出
に

つ
き
ま
し
て
は
、
正
直
の
と
こ
ろ
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
同
窓
会

か
ら
、
募
金
活
動
を
通
し
て
全
面
的

に
協
力
す
る
旨
の
あ
り
が
た
い
申
し

出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
支
部

組
織
等
を
通
じ
て
、
諸
兄
姉
に
も
そ

の
呼
び
か
け
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
が
、
そ
の
折
は
よ
ろ
し
く
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
積

立
金
が
承
認
さ
れ
ご
賛
助
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
近
い

機
会
に
学
校
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
り
ま
す

「創
立
七
十
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」
（仮
称
）
が
組
織

さ
れ
、
事
業
の
い
っ
そ
う
の
推
進
に

あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
記
念
事

業
と
い
え
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

行
わ
れ
る
べ
き
は
当
然
の
こ
と
で
す

が
、
学
校
の

一
つ
の
節
目
と
し
て
、

願
わ
く
ば
校
史
に
残
る
事
業
に
な
り

得
れ
ば
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
卒
業
生
で
母
校
に

職
を
奉
ず
る
い
わ
ゆ
る
同
窓
職
員
を

ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

（　
）
内

は
卒
業
年
と
担
当
科
目
で
す
。

小
川
信
雄

（３８
年
社
会
）

・
増
田
能

郎

（３２
年
社
会
）

・
油
井
邦
夫

（４２

年
理
科
）

・
堀
木
伸
介

（旧
姓
坐
局
・

４８
年
理
科
）

・
丸
石
照
機

（３７
年
理

科
）

・
鈴
木

一
郎

（４８
年
理
科
）

・

長
谷
川
政
雄

（５０
年
理
科
）

・
岡
田

一
彦

（
４‐
年
保
体
）

・
坂
田
武
総

（
３５
年
芸
術
）

・
石
田
明
也

（
２２
年

英
〓
じ
以
上
十
名
で
す
。
記
念
事
業
の
こ

と
に
限
ら
ず
、
日
頃
お
考
え
の
こ
と
、

お
問
合
せ
等
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
点
あ
れ
ば

遠
慮
な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。
私
ど
も
、

母
校
の
発
展
の
た
め
微
力
を
つ
く
し

て
い
く
所
存
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
い

さ
さ
か
な
り
と
同
窓
諸
兄
姉
の
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
う
そ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（県
立
船
高
総
務
部
　
石
田
記
）

そ

れ

ぞ

れ

の
地

区

に

支

部

組

織

を

結

成

し

よ

う

／

支
部
組
織
を
結
成
し
よ
う
と

い
う
動
き
は
萩
原
副
会
長
を
中

心
に
数
年
前
か
ら
話
さ
れ
て
来

た
。
県
下
の
歴
史
の
あ
る
高
校

で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
支
部
組
織

を
持

っ
て
お
り
、
支
部
組
織
の

活
動
が
母
校
同
窓
会
を
支
え
て

い
る
。
県
立
船
高
同
窓
会
と
し

て
は
、
誠
に
遅
い
動
き
で
は
あ

る
が
、
現
在
、
十
分
に
支
部
組

織
を
結
成
で
き
る
だ
け
の
力
は

蓄
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
支
部
が
結
成

さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

◎
習
志
野
地
区

初
の
支
部
結
成
に
む
け
て
準
備
会

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
南
口

「文
弥
」
で
初

会
合
。
三
代
川
常
任
理
事
の
呼
び
か

け
に
応
じ
十
五
名
出
席
。
事
務
局
よ

り
小
石
事
務
局
長
が
出
席
し
主
旨
の

説
明
を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
今
後

協
力
し
て
立
派
な
支
部
を
結
成
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。
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重
宝
し
て
い
る
ワ
ゴ
ン
車

昭
和
五
十
九
年
に
母
校
の
要
望
に

答
え
て
、
同
窓
会
で
は
自
動
車

一
台

を
寄
贈
、
そ
れ
ま
で
は
部
活
動
や
各

行
事
等
で
の
荷
物
の
運
搬
に
は
、
先

生
方
の
車
を
お
願
い
し
た
り
、
外
部

か
ら
借
り
て
き
た
り
し
て
い
た
。
自

動
車
使
用
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
運

転
を
第

一
に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い

２
●

。セ
ミ
す
―
ハ
ウ
ス
に

ク
ー
ラ
ー

昭
和
六
十
三
年
七
月
、
県
下
で
も

最
大
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
し

た
。　
一
階
が
食
堂
、
三
階
合
宿
部
屋
、

風
呂
等
、
三
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
と

な
っ
て
い
る
。　
一
階
食
堂
に
ク
ー
ラ
ー

を
寄
贈
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

同
窓
会
で
は
七
十
周
年
記
念
事
業
の

寄
付
金
の

一
部
を
そ
れ
に
あ
て
る
予

定
で
あ
る
が
、
ク
ー
ラ
ー
は
す
で
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
窓
会
諸
氏
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

野
球
部
ヘ
ピ
ッ
チ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
を
寄
贈

母
校
か
ら

一
度
は
甲
子
園
へ
と
願

う
の
は
、
我
々
同
窓
生
共
通
の
思
い

で
あ
る
。
野
球
部
練
習
風
景
を
見
た

理
事
が
設
備
の
貧
弱
さ
に
、
せ
め
て

同
期
会
・ク
ラ
ス
会だよ
り

◆
昭
和
３８
年
卒
業
同
期
会

４
月
１７
日
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
。
百
六
十
名
出
席
。

名
称

「
サ
ン
パ
チ
会
」
。
毎
月

一
回

食
事
を
す
る
十
名
程
の
仲
間
。
毎
年

十
二
月
第

一
土
曜
日
に
集
ま
っ
て
く

ピ

ッ
チ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
ぐ
ら
い
を
と

考
え
、
数
名
の
理
事
に
呼
び
か
け
て

一
台
寄
贈
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
思

わ
ぬ
贈
り
物
に
野
球
部
で
は
大
喜
び
、

来
年
の
大
会
に
は
そ
の
成
果
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
云

っ
て
い
る
。

蔵
書
寄
贈

森
田
義

一
氏

（高
校
１６
回
卒
業
）

一璽
草
日
七
十
冊
を
図
書
館
へ
寄
贈
。

。
日
本
古
典
文
学
全
集
五

一
巻

（小

学
館
）

・
漱
石
全
集

一
七
巻

（岩
波
）

。
日
本
の
歴
史
二
三
巻

（岩
波
）

・
新
田
次
郎
全
集
三
二
巻

（新
潮
社
）

。
昭
和
の
歴
史

一
〇
巻

（小
学
館
）

そ
の
他
船
高
生
徒
に
役
立

つ
貴
重

な
本
ば
か
り
で
あ
る
。

隅
田
孝
志
氏

（高
校
１４
回
卒
業
）

・
蔵
書

『
世
界
の
大
思
想
』
（河
出

董
房
）

他
五
十
冊
程
寄
贈

る
三
十
名
の
仲
間

「
ひ
ね
も
す
会
」

が
母
体
と
な
り
、
五
年
に
一
度
同
期

会
を
行

っ
て
い
る
。
今
回
は
二
回
目
。

◆
昭
和
４８
年
卒
業
定
時
制
同
期
会

６
月
２６
日
北
習
志
野

「太
郎
」

同
窓
生
増
田

（旧
姓
近
藤
）
さ

ん
の
店
。

延
々
七
時
間
に
及
ぶ
ロ
ン
グ
同
窓
会
。

四
年
に

一
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

集
ま
る
。

◆
昭
和
３５
年
卒
業
同
期
会

５
月
３
日
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ

ン
、
出
席
者
百
三
十
名
ほ
ど
。

三
橋
衛
先
生

（現
校
長
）
始
め
六
名

の
先
生
が
出
席
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
開
催
。

◆
昭
和
３４
年
卒
業
同
期
会

１１
月
２０
日
母
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
を
会
場
に
し
て
行
っ
た
。

四
年
に
一
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

開
催
。
尚
、
当
日
出
席
し
た
方
々
か

ら
十
四
万
四
千
円
が
興
松
氏
を
通
じ

て
七
十
周
年
記
念
事
業
の
た
め
に
と

寄
せ
ら
れ
た
。

◆
昭
和
４‐
年
卒
業
同
期
会

Ｈ
月
２７
日

母
校
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
会
場
に
行
っ

た
。
参
加
者
百
名

◆
昭
和
６２
年
卒
業
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会

８
月
１８
日
船
高

「
よ
・？
り
く
」

に
て
約
二
十
名
程
出
席
。

◆
旧
師
を
囲
む
会

「
山
中
肇
先
生
、
新
妻
二
郎
先

生
を
囲
む
会
」

本
校
が
市
立
船
橋
中
学
校

（旧
制
）

で
あ
っ
た
当
時
の
校
長
、
教
頭
で
あ

ら
れ
た
両
先
生
を
囲
む
会
が
五
月
十

五
日

（
日
）
に
開
か
れ
た
。
発
起
人

は
斉
藤
、
稲
田
、
伊
藤
の
三
先
生
。

参
加
は
当
時
の
教
え
子
も
含
め
て
二

十
七
名
。
四
十
数
年
ぶ
り
の
再
会
と

い
う
方
々
も
あ
っ
て
、
会
場

（学
校
）

は
、
茫
然
、
唖
然
、
感
激
、
爆
笑
…
…

文
字
通
り
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
す

ば
ら
し
い
会
で
あ
っ
た
。
山
中
先
生

に
は
八
十
九
才
に
な
ら
れ
て
な
お
翌

錬
と
し
て
お
ら
れ
、
感
無
量
。

同
期
生
な
ど
で
林
徹
遺
作
展

（昭
和
２９
年
卒
）

今
年
八
月
四
日
か
ら
九
日
ま

で
柏
市
民
サ
ロ
ン
に
て
林
徹
遺

作
展
が
、
県
船
同
期
生
た
ち
の

手
で
開
か
れ
た
。
ま
た
、
小
冊

子

「放
浪
す
る
哲
学
者
」
を
林

徹
を
し
の
ぶ
会
が
制
作
、
船
高

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
故
人
の
あ

り
し
日
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

◇
　
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
あ
る
い
は

企
業

・
職
場
の
中
に
あ
る
県
立
船
橋

高
校
同
窓
会
等
や
ュ
ニ
ー
ク
な
仲
間

の
集
ま
り
な
ど
ご

一
報
を
お
待
ち
じ

て
い
る
。

セミナーハウスを眺める

マツダボンゴLG
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千葉県立船橋高等学校同窓会会則

総  則
第 1条 本会は千葉県立船橋高等学
校同窓会と称し、事務局を千葉県

立船橋高等学校内におく。

第 2条 本会は会員相互の親睦を深
め、併せて母校の発展と充実に寄

与することを目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達成す
るために次の事業を行う。

(1)会報 。同窓会名簿等の発行

(2)母校生徒の諸活動の援助

G)母校の教育環境整備・充実の
援助

14)その他本会の目的を達成する

ために必要な事業

第 4条 本会は次の会員によって組
織する。

1 正会員
(1)船橋中学院卒業生

(2)私立船橋中学校卒業生

(3 市立船橋中学校卒業生
(4)千葉県立船橋中学校卒業生

G)千葉県立船橋高等学校併設中
学校卒業生

(6)千葉県立船橋高等学校卒業生

(η 前 6項の中途退学者で入会を
希望し、会長がこれを認めた者

2 名誉会員
(1)母校現教職員および旧教職員

(2)特 に母校に功労があり、理事

会の承認を得た者

役  員
第 5条 本会に次の役員をおく。
(1)会長 1名
(2)名誉会長 1名 (母校校長を
推挙する)

(3)副会長 若干名 (う ち1名 は
母校教職員より推薦する)

(4)専務理事 1名
(5)常任理事 若干名
(6)理事 若干名
(7)事務局長 1名
(m 事務局次長 若千名
0)会計 2名
00 会計監査 2名
OD 幹事 各クラス2名
第 6条 役員 (名誉会長および幹事
を除く)の任期は3年 とする。た

だし、再任を妨げない。

第 7条 役員の任務は次の通りとす
る。

(1)会長は、本会を代表し、会務
の統括、総会および理事会の招

集、会計監査を除くすべての役

員の委嘱を行う。

(2)副会長は、会長を補佐し、会

長に事故あるときはその職務を

代行する。

“

)専務理事・常任理事は必要に
応じて会長の諮間にこたえる。

(4 理事は理事会の運営に参画し、
会務の審議にあたる。

G)事務局長は事務局を構成し、
その運営にあたる。

鯰)事務局次長は事務局長を補佐
し、事務局長に事故ある場合は

その職務を代行する。

け)会計は会計事務をつかさどり、
総会において会計報告をする。

(a 会計監査は会計を監査し、総
会にその結果を報告する。

0)幹事は理事に協力し、会員と
の連絡にあたる。

第 8条 役員は次の方法により選出
する。

(1)会長、副会長、および会計監

査は、理事会において会員の中

から選出し、総会の承認を受け

る。

(2)専務理事・常任理事 。理事 。

事務局長・事務局次長および会

計は会長が委嘱する。

8)母校卒業の現教職員および現
教頭は理事とする。

(4)幹事の任期は本人の申し出に

より終了するが、その場合、必

ず次期幹事を推薦し、本人の了

解をとる。

第 9条 本会に顧間をおき、会長が
必要と認めたものを理事会に諮っ

て推挙する。

機関および会議

第10条 本会に次の機関をおく。
(1)総会

(2)理事会

(3)事務局

(4)支部組織

第11条 総会は、本会の最高議決機
関で、年 1回 (8月第 1日曜日午

前10時)会議を開く。ただし、会
長が必要と認めたときは臨時に開

くことができる。

第12条 総会の決議は出席会員の過
半数の賛成をもって成立する。

第13条 総会は、会長が招集し、次
の事項を行う。

(1)事業報告および決算の承認

(幼 事業計画および予算の決定
(3)役員の選出・承認

に)会則の改正
G)理事会から提出された案件の
審議・決定。

(0 その他必要な事項
第14条 理事会は、会長・副会長・
専務理事・常任理事 。理事および

事務局をもって構成し、次のこと

を行う。

(1)事業の企画

(2)決算書・予算書の作成

(3)役員の推薦等にかかわる作業

(0 会長の諮問事項の検討
(5)事務局から提出された案件の

処理

第15条 事務局は事務局長・事務局
次長・会計からなり、すべての庶

務 。会計を行い、会務の運営を行

第16条 支部組織は原則として、市
町村ことに在住会員で組織し、支

部長・副支部長を置き、支部長は

常任理事、副支部長は理事とし、

細則は別に定める。

会  計
第17条 本会の経費は、会費および
寄付金その他の収入をもって充て

る。

第18条 本会の会計年度は、毎年 4
月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に

終わる。

付  則
第19条 本会の会費は終身会費とし、
2,000円 を納入するものとする。

第20条 本会の会則は総会の決議に
より改正することができる。

第21条 本会の会則は昭和63年 8月
7日 より効力を生ずる。
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1 私 立学校

大正 7年  7月 、賀川宣勝 (教
育家)により東華学校として

発足。「東」は郡名の東葛飾

に由来するという。船橋大神

宮 (意富比<おおひ>神社)
東隣の庄左衛門宅別棟を教室

とする。

大正 9年  4月 、千葉健吉 (神
官)東華学校を引き継ぎ、船
橋中学院と改称。やがて教室

を大神宮客殿に移す。本科修

業年限 3年、入学者 5名。

大正13年  7月、現在地 (当時、
船橋町五日市台宿)に移転。
校地2,000坪、校舎 (総 2階、

階上 3教室)新築。
昭和 4年  3月 、中学校令によ
る学校として認可され、 4月 、

財団法人船橋中学校となる。

斎藤林平 (弁護士)校長とな
り、千葉健吉は理事長となる。

校舎 (総 2階、階上 5教室)

新築。生徒数70名、 4学級。

昭和 7年  9月 、五弓安二郎
(漢学者)校長となる。
昭和10年  この年、生徒121名 、
5学級。

‖ 公 立 中学校

昭和15年  4月 、船橋市立船橋
中学校となる。学年編成 2学

級100名。 5年制。
私立時代入学の生徒は、相

当学年に編入。

5月 15日 、開校記念式典挙

行、以後この日を創立記念日

とする。

昭和17年  3学級150名 編成と
なる。

昭和18年 夜間部 (2部)設置、
1学級50名。 3年制。

昭和19年 県に移管、千葉県立
船橋中学校となる。

昭和20年  3月 、戦時措置方策
により、 5年生・ 4年生同時

に卒業。

4月 、 4学級200名編成と

なる。

昭和22年 新制中学校発足のた
め、生徒募集停止。 2・ 3年

により、「併設中学校」編成。

Ⅲ 高等学校

昭和23年  4学、学制改革によ
り千葉県立船橋高等学校とし

て再発足。旧制中学校在籍生

徒の大半は相当学年に移籍。

昭和24年 女生徒初入学。
昭和25年  4月 、市町村組合立
習志野農業高等学校を併合し

て習志野校舎と称し、農業科

を置く。

通常の課程普通科960名 、

定時制の課程普通科320名 、

通常の課程農業科240名。

昭和29年  10月 、プール竣工

昭和32年 普通科1,200名 、定
時制600名 、農業科 150名 。

昭和36年 習志野校舎新築移転、
園芸科に改組。

昭和38年  4月 、習志野校舎、
新設の薬園台高等学校に併合

される。

昭和39年 10月、本館 (西半分)

第 1期工事竣工。

昭和41年  8月 、本館第 2期工
事竣工。

昭和43年  8月 、南館竣工。
昭和44年  4月 、理数科設置、
1学級40名編成。11月 、体育

館竣工。

昭和45年  10月 、武道館竣工。

教室増築。11月 創立50周年新

築校舎落成記念式典挙行。

昭和46年  3月 、プール敷地買
収。

昭和50年 以後 3年間、学校群
総合選抜制実施。

昭和58年  2月 、船橋市所有の

学校敷地 (12,818r)県 に移

管。

昭和61年  3月 、第 2特別教室
棟増築。

昭和61年  4月 、普通科 1学級
増。

昭和63年  6月 、セミナーハウ
ス増築。

区   分 期 間 (卒業年度) 卒業生数

中  学  院 大正 9～昭和 6

私 立 中 学 校 昭和 7～昭和14

市 立 中 学 校 昭和15～昭和18

県 立 中 学 校 昭和19～昭和23

″ 併設中学校 (昭和22～昭和23) (*459)

立

校学等

巨
小一一同

普通科 昭和23～ 14,159

理数科 田3千口46-

農業科 昭和25～昭和37

計 15,953

■卒業生数 〈全日制〉全

日
制

◆
将
棋
部

団
体
　
県
大
会
優
勝

・

全
国
大
会
団
体
四
位
入
賞

個
人
戦
で
山
田
敦
幹
、
全
国
高

校
将
棋
竜
王
戦
に
県
代
表
出
場

四
位
入
賞

◆
囲
碁
部
　
女
子
個
人

祷
真
理

子
、
全
国
大
会
出
場

◆
合
唱
部

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
千
葉
県
大
会
Ｚ
国
バ

（銀
賞
）

朝
日
新
聞

（銀
賞
）

定
時
制

［千
葉
県
定
通
大
会
］

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
　
男
子
　
優
勝

女
子
　
準
優
勝

◆
バ
レ
ー
部
　
男
子
　
優
勝

◆
陸
上
部
　
男
子
　
総
合
二
位

女
子
　
総
合
三
位

四
〇
〇
日
　
男
子
　
優
勝

走
幅
跳
女
子
　
吉
川
敬
子
優
勝

◆
剣
道
部
　
女
子
個
人
　
藤
原
直

子
　
優
勝

◆
パ
レ
ー
部
　
男
子
　
ベ
ス
ト
ー６

◆
陸
上
部
　
砲
丸
投
　
男
子
　
山石

井
武
志
　
五
位

走
幅
跳
女
子
　
吉
川
敬
子
１０
位

［千
葉
県
定
通
総
合
文
化
大
会
］

◆
合
唱
部
　
優
勝

◆
剣
道
部
　
女
子
関
東
大
会
出
場

　
　
［定
時
制
全
国
大
会
］

◆
パ
レ
ー
部
　
男
子
関
東
大
会
出
　
　
◆
剣
道
　
個
人
女
子
　
藤
原
直
子

場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
位

」
曜
和
偲
午
虜
部
活
動
情
況

区  分 期間(卒業年度) 男 女 計

市 立 中 学 昭和18

県 立 中 学 昭和19～昭和22 0

県立高等学校 昭和23～

計 3252
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新
し
い
同
窓
会
役
員
決
る

昭
和
六
三
年
八
月
七
日

会
則
の
改
正
に
と
も
な
い
昭
和
６３

年
度
役
員
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

専

務

理

事
（事
務
局
長
）

副 名 会

△ 誉
=会
長 長 長

石 斉 萩 佐 三 森

田 藤 原 藤 橋 田

明 和

也 夫 忠 昭 衛 廣

常

任

理

事

事
務
局
次
長

△
〓　　
　
　
　
　
ユ引

会

計

監

査

小
　
石

　

　

税

三
代
川
　
徳
三
郎

二
一　
橋

　

　

光

夏
　
加
　
秀
之
助

中
　
沢
　
袈
裟

一

植

草

　

　

栄

三
代
川
　
幹
　
雄

佐

藤

光

生

横

堀

正

一

鮎
　
川
　
日日
　
澄

日
（

松

　

　

勲

田
久
保
　
捷
　
一二

増

田

能

郎

河

村

信

吾

五
十
木
　
陽
　
子

相

沢

友

夫

坂

田

武

総

片
　
岡
　
　
　
勉

中

村

〓暴

秀

同窓会名簿作成のために た だ 今 調 査 中 /
あなたの情報をお待ちしています。

名簿予約注文受付中/
県立船橋高校の同窓会を活性化させ、あな

たの交流を広げるためのバイブルとして、お

手元に是非一冊おそなえ下さい。

頒価 4′ 000円   送料 700円

協賛広告募集〃
創立70周年の記念事業の協賛として、広く

みなさまからの賛助広告を募集いたします。

企業PRに、求人募集に、また、あなたの

名刺として有効にスペースをご利用下さい。

デザインその他ご相談に応じます。詳しく

は下記迄ご連絡下さい。

同窓会名簿編集事務局

東日本出版株式会社 (委託)
千葉市新宿1167(安 田ビル)80472423057

「あの懐 しか人は今どこに…」誰もが想う

ことではないでしょうか。

昭和65年の母校創立70周年を前にしてのこ

の度の同窓会名簿づくりはチョット違います。

『眠れる獅子』県立船橋高校同窓会が、なが

い眠から今やっと目をさましました。支部づ

くり、本格的名簿づくり…。これまでにない

同窓会活動を目指して、今動き出しました。

19,000人 の県船同窓会員のみなさんが自慢

できる同窓会をつくるために、ぜひあなたの

情報をおよせ下さい。

尚、不明者 リストを 2月 、 4月 、 6月

の時点で作成いたします。ご希望の方は

お申しつけ下さい。

新
春
名
刺
交
換
会

一
九
八
九
年
二
月
十

一
日

（土
曜

日
午
後
三
時
よ
り
）
船
橋
ら
ら
ぽ
―

と
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
県

立
船
橋
高
校
同
窓
会
新
春
名
刺
交
換

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
社
等
で
取
り
引
き
を
し
て
い
て
、

何
か
の
き

っ
か
け
で
船
高
同
窓
生
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
仕
事
が

一

層
や
り
易
く
な
っ
た
。
と
い
う
話
が

時
折
に
聞
か
れ
ま
す
。
名
刺
交
換
会

の
よ
う
な
こ
と
を
同
窓
会
事
務
局
で

計
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
声
に
、

始
め
て
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

是
非
沢
山
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
十
周
年
記
念
誌

編
纂
に
ご
協
力
を

現
在
母
校
に
残
存
す
る
資
料
が
乏

し
く
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
支
障
を
来

し
て
お
り
ま
す
。
母
校
に
関
す
る
資

料
、
た
と
え
ば
古
い
写
真
、
船
高
新

聞
、
印
刷
物
、
研
究
資
料
な
ど
お
持

ち
の
方
、
記
念
誌
編
集
係
小
川
教
諭

ま
で
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

Λ
連
絡
先
Ｖ

ａ
　
Ｏ
四
七
四

・
三
二

・
二

一
八
八

千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
内

ｔ

旧
正
門

あ

と

が

き

初
め
て
同
窓
会
だ
よ
り
を
お
送
り

し
ま
す
。
毎
年
、
様
々
な
方
々
か
ら
、

会
報
の
発
行
は
な
い
の
か
と
い
う
問

合
せ
が
来
ま
す
。
現
在
母
校
の
卒
業

生
は

一
万
九
千
名
を
上
廻
っ
て
お
り

ま
す
。
県
下
で
は
有
数
の
大
規
模
同

窓
会
組
織
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
同
窓

会
を
動
か
す
に
は
、
大
変
な
労
力
を

要
し
ま
す
。
し
か
し
、

「同
窓
会
だ

よ
り
」
が
お
互
い
に
同
窓
生
と
し
て

の
絆
を
結
び
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
苦
労
の
甲
斐
が
あ
り

ま
す
。
今
後
出
来
る
だ
け
多
く

「同

窓
会
だ
よ
り
」
を
皆
様
に
お
送
り
し

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

色
々
ご
意
見
や
お
便
り
を
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。


